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 1 「移動文学」 という呼称は、ロベール・ベルエ゠オリオル （Robert Berrouët-Oriol） がVice Versa 17号 （1986-1987） 所収 
« L’effet d’exil »のなかで用いたことがきっかけとなり、広く用いられるようになった。













くの命に代わるという使命があった。また母の人生の続きを生きるという責務があった。（Thúy,  2009, 

















































































































 3 愛知大学国際問題研究所主催のキム・チュイ氏講演会は、毎日新聞 2019年 6月 25日付朝刊 19面（名古屋版）および毎日
新聞ウェブ愛知版にも掲載された。https://mainichi.jp/articles/20190625/ddl/k23/040/131000c
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